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臨り
ん

時じ

福ふ
く

祉し

給き
ゅ
う

付ふ

金き
ん(

経け
い

済ざ
い

対た
い

策さ
く

分ぶ
ん)

の
受う

け

付つ
け

を
開か

い

始し

し
ま
す

　
「
臨
時
福
祉
給
付
金(
経
済
対
策
分)

」は
、

対
象
と
思
わ
れ
る
人
に
、
４
月
中
旬
以
降
に

申
請
書
を
発
送
し
ま
す
。

●
申
請
期
間

　
４
月
17
日(

月)

～
８
月
17
日(

木)

※
郵
送
の
場
合
は
８
月
17
日
消
印
有
効

※�

窓
口
は
混
雑
す
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
ま
す

の
で
、
郵
送
に
よ
る
手
続
き
に
ご
協
力
お

願
い
し
ま
す
。

●
受
付
場
所

　
市
役
所
第
３
別
館
１
階　
第
14
会
議
室

※�

５
月
初
旬
ま
で
に
申
請
書
が
届
い
て
い
な

い
人
で
、
次
の
要
件
に
あ
て
は
ま
る
人
は

問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

●
支
給
要
件

　
平
成
28
年
１
月
１
日
に
筑
紫
野
市
に
住
民

登
録
し
て
お
り
平
成
28
年
度
市
民
税
が
非
課

税
の
人
が
対
象
で
す
。

※�

次
に
該
当
す
る
人
は
除
き
ま
す
。

▽�

平
成
28
年
度
市
民
税
が
課
税
さ
れ
て
い
る

人
か
ら
扶
養
さ
れ
て
い
る
人

▽
生
活
保
護
を
受
け
て
い
る
人

●
支
給
金
額

　
対
象
者
１
人
に
つ
き
１
万
５
千
円

●
手
続
方
法

　
申
請
書
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、
添
付
書

類
と
併
せ
て
市
役
所
に
ご
提
出
く
だ
さ
い
。

【
添
付
書
類
】

①�

本
人
確
認
書
類(

運
転
免
許
証
、
健
康
保

険
証
等
の
写
し)

②�
指
定
し
た
給
付
金
の
受
取
口
座
が
確
認
で

き
る
書
類(

通
帳
や
キ
ャ
ッ
シ
ュ
カ
ー
ド

の
写
し)

●
問
い
合
わ
せ
先

　
臨
時
福
祉
給
付
金
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー

　
☎(

９
２
９)

１
０
９
０

給
付
金
詐
欺
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
！

▽�

市
役
所
や
厚
生
労
働
省
な
ど
が
、
Ａ
Ｔ
Ｍ

(

銀
行
・
郵
便
局
・
コ
ン
ビ
ニ
な
ど
の
現

金
自
動
支
払
機)

の
操
作
を
お
願
い
す
る

こ
と
は
絶
対
に
あ
り
ま
せ
ん
。

▽�

「
臨
時
福
祉
給
付
金(

経
済
対
策
分)

」
の

た
め
に
手
数
料
な
ど
の
振
込
を
求
め
る
こ

と
は
絶
対
に
あ
り
ま
せ
ん
。

ク
ー
ル
ビ
ズ
を
実じ

っ

施し

し
ま
す

　
市
で
は
、
地
球
温
暖
化
防
止
と
省
エ
ネ
ル

ギ
ー
の
た
め
、ク
ー
ル
ビ
ズ
に
取
り
組
み
ま
す
。

ク
ー
ル
ビ
ズ
と
は
、
冷
房
温
度
28
℃
設
定
、

職
員
の
服
装
を
ノ
ー
ネ
ク
タ
イ
・
ノ
ー
上
着

な
ど
の
軽
装
に
す
る
な
ど
の
取
り
組
み
で
す
。

　
家
庭
で
で
き
る
取
り
組
み
と
し
て
は
、
一

部
屋
に
家
族
が
集
ま
り
、
エ
ア
コ
ン
の
稼
働

数
を
減
ら
す
、
扇
風
機
を
使
い
空
気
を
循
環

さ
せ
る
な
ど
の
方
法
が
あ
り
ま
す
。
皆
さ
ん

の
ご
理
解
・
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

●
期
間　
５
月
１
日
～
10
月
31
日

●
問
い
合
わ
せ
先　
環
境
課

井い

戸ど

水み
ず

の
排は

い

出し
ゅ
つ

量り
ょ
う

を
認に

ん

定て
い

し
て

い
ま
す

　
下
水
道
、
農
業
集
落
排
水
処
理
施
設
、
汚

水
処
理
施
設
に
排
出
す
る
井
戸
水
を
使
用
し

て
い
る
家
庭
で
は
、
汚
水
排
出
量
を
認
定
し

て
い
ま
す
。
認
定
す
る
汚
水
排
出
量
は
下
表

の
と
お
り
で
す
。

●
申
請
に
必
要
な
も
の

▽�
汚
水
排
出
量
減
量
認
定
申
請
書(

上
下
水

道
料
金
総
務
課
窓
口
に
あ
り
ま
す)

▽
世
帯
全
員
分
の
住
民
票
の
写
し

●
問
い
合
わ
せ
先

　
上
下
水
道
料
金
総
務
課
料
金
担
当

　
☎(

９
２
３)

７
１
１
１

世帯人数 汚水排出量
(１カ月)

汚水排出量
(２カ月)

1人(※) 9立方メートル 18立方メートル

2人以上 18立方メートル 36立方メートル

世帯人数 汚水排出量
(１カ月)

汚水排出量
(２カ月)

1人(※)
水道使用量

＋5立方メートル
水道使用量

＋10立方メートル

2人以上
水道使用量

＋9立方メートル
水道使用量

＋18立方メートル

①井戸水のみ使用の場合 ②水道水と井戸水を併用している場合

※申請した後の請求分から変更になります。 ※�単身世帯であれば、申請により汚水排出量が減量となります。(申請
後の請求分から変更になります)　また、今まで単身世帯だった人が
２人以上の世帯になった場合も速やかに届け出てください。
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子
ど
も
の
読
書
推
進
講
座
　
さ
い
と
う
し
の

ぶ
の
絵
本
ラ
イ
ブ
と
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

「
自じ

分ぶ
ん

の
名な

前ま
え

で
絵え

本ほ
ん

を
つ
く
ろ

う
！
」

　
『
あ
っ
ち
ゃ
ん
あ
が
つ
く
』
な
ど
の
絵
本

で
お
な
じ
み
の
さ
い
と
う
し
の
ぶ
さ
ん
と

「
○
っ
ち
ゃ
ん
○
が
つ
く
」
の
絵
本
を
作
り

ま
せ
ん
か
。
絵
本
ラ
イ
ブ
も
あ
り
ま
す
！

●
日
時 

４
月
22
日(

土)

、 

13
時
30
分
～
15
時

30
分

●
講
師　
さ
い
と
う
し
の
ぶ
さ
ん(

絵
本
作

家)●
場
所　
市
民
図
書
館
集
会
室

●
定
員　
先
着
50
人(

子
ど
も
と
そ
の
保
護
者)

※
小
学
４
年
生
ま
で
は
保
護
者
と
参
加
し
て

　
く
だ
さ
い
。(

保
護
者
も
絵
本
作
り
で
き
ま
す)

●
持
っ
て
く
る
も
の　
筆
記
用
具
、
は
さ
み
、

ス
テ
ィ
ッ
ク
の
り
、着
色
す
る
も
の(

色
鉛
筆
、

ク
レ
ヨ
ン
、
カ
ラ
ー
サ
イ
ン
ペ
ン
な
ど
※
ク

レ
パ
ス
は
不
可)

●
申
込
方
法　
市
民
図
書
館
カ
ウ
ン
タ
ー
か

電
話
に
て(

現
在
受
付
中
で
す)

●
問
い
合
わ
せ
先

　
市
民
図
書
館

☎(

９
２
８)

４
３
４
３

筑ち
く

紫し

野の

市し

同ど
う

和わ

教き
ょ
う

育い
く

研け
ん

究き
ゅ
う

会か
い

市し

民み
ん

会か
い

員い
ん

を
募ぼ

集し
ゅ
う

し
て
い
ま
す

　
市
で
は
、
人
権
の
ま
ち
づ
く
り
の
推
進
に

向
け
た
具
体
的
な
取
り
組
み
を
進
め
て
い
ま
す
。

市
同
研
で
は
、
人
権
・
同
和
教
育
の
充
実
や
、

参
加
し
や
す
い
学
習
会
の
提
供
な
ど
「
お
互

い
の
人
権
を
尊
重
し
あ
う
明
る
い
ま
ち
づ
く

り
」に
向
け
た
取
り
組
み
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

　
市
民
の
皆
さ
ん
と
共
に
活
動
を
進
め
て
い

く
た
め
に
市
民
会
員
を
募
集
し
ま
す
。

●
会
費　
１
０
０
０
円

※�
会
員
の
申
し
込
み
は
、
随
時
受
け
付
け
て

い
ま
す
。

●
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　
教
育
政
策
課 
人
権
・
同
和
教
育
担
当

「
人じ

ん

権け
ん

講こ
う

座ざ

」
受じ

ゅ

講こ
う

生せ
い

募ぼ

集し
ゅ
う

～
出で

会あ

い
・
ふ
れ
合あ

い
・

学ま
な

び
あ
い
～

　
毎
回
講
師
を
招
い
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
人
権

に
つ
い
て
の
学
び
を
深
め
ま
す
。
普
段
疑
問

に
思
っ
て
い
る
こ
と
、
誰
か
の
た
め
に
助
け

に
な
り
た
い
こ
と
、
何
か
ヒ
ン
ト
が
見
つ
か

る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
今
ま
で
の
受
講
生
か

ら
も
好
評
を
得
て
い
ま
す
。
人
権
に
つ
い
て
、

一
緒
に
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

●
日
時　
７
月
５
日
、
９
月
13
日
、
11
月
８

日(

館
外
学
習)

、１
月
10
日
、２
月
14
日(

い

ず
れ
も
水
曜
日)

の
10
時
～
12
時(

年
５
回)

●
場
所　
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
他

●
対
象　
年
齢
、
性
別
を
問
い
ま
せ
ん
。

●
会
費　
無
料(

館
外
学
習
の
み
実
費
負
担

あ
り)

●
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　
教
育
政
策
課 

人
権
・
同
和
教
育
担
当

人じ
ん

権け
ん

施し

策さ
く

就し
ゅ
う

労ろ
う

促そ
く

進し
ん

セ
ミ
ナ
ー

「
公こ

う

務む

員い
ん

講こ
う

座ざ

」
受じ

ゅ

講こ
う

生せ
い

募ぼ

集し
ゅ
う

　
市
で
は
、
同
和
問
題
解
決
の
た
め
に
就
労

対
策
の
一
環
と
し
て
始
め
た
「
就
労
促
進
セ

ミ
ナ
ー
」
を
、
今
年
度
も
市
内
の
受
講
希
望

者
に
対
し
て
広
く
募
集
を
行
い
ま
す
。

　
「
公
務
員(

地
方
初
級
程
度)

に
な
り
た
い

け
ど
、
ど
ん
な
勉
強
を
し
た
ら
い
い
の
だ
ろ

う
？
」、「
二
次
試
験
の
面
接
が
苦
手
だ
な
」

な
ど
の
不
安
に
対
し
て
、
公
務
員
受
験
の
た

め
の
専
門
講
師
が
丁
寧
に
サ
ポ
ー
ト
し
ま
す
。

●
開
講
期
間
・
時
間

　

５
月
下
旬(

予
定)

～
９
月
中
旬
・
週
３
回

(

月
、
水
、
金
曜
日)

の
19
時
30
分
～
21
時
30
分

●
場
所

　
京
町
隣
保
館(

市
内
二
日
市
北
３-

２-

７)
●
対
象
者

　
地
方
初
級(
高
校
卒
業
程
度)

の
公
務
員
試

験
の
受
験
希
望
者
で
、
期
間
中
継
続
し
て
受

講
で
き
る
筑
紫
野
市
民
。

●
講
座
内
容

　
地
方
初
級
程
度
の
公
務
員
受
験
の
た
め
の

学
習(

数
的
推
理
、
判
断
推
理
、
社
会
全
般

な
ど)

●
定
員　
先
着
10
人
程
度

●
参
加
費　
無
料

●
申
込
方
法

　
専
用
の
申
込
用
紙
に
必
要
事
項
を
記
入
し

て
、
申
込
期
間
中
に
市
役
所
人
権
政
策
課
ま

で
持
参
に
よ
り
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
未
成

年
者
の
場
合
は
保
護
者
に
よ
る
提
出
可
。

●
申
込
用
紙
の
設
置
場
所

▽
美
咲
隣
保
館(

市
内
美
咲
９-

３)

▽
岡
田
隣
保
館(

市
内
岡
田
１-

24-

２)

▽
永
岡
隣
保
館(

市
内
永
岡
８
９
６-

１)

▽�

京
町
児
童
セ
ン
タ
ー(

市
内
二
日
市
北
４-

１-

５)

▽
市
役
所
人
権
政
策
課

●
申
込
期
間

　

４
月
17
日(

月)

10
時
～
４
月
21
日

(

金)

16
時

●
問
い
合
わ
せ
先　
人
権
政
策
課


